
要 旨 紹 介

本報告は，統計的資料に基づいて，女性による犯罪の動向と女性犯罪者の処遇の状況を

明らかにすることにより，女性犯罪者に対する処遇を検討するための基礎的資料を提供す

ることを目的としている。女性犯罪者と言っても，その社会的・経済的条件は，時代によっ

ても年齢層によっても異なり得るものであり，したがって，その犯罪の特徴，処遇上の特

質も異なり得ると考えられる。このような観点から，女性犯罪者に関する統計的資料を可

能な限り収集し，経年比較・年齢層別（注）比較が可能な形で取りまとめ，刑事司法の各段

階での実情を明らかにするとともに，主要な罪名（殺人，強盗，傷害，放火，窃盗，詐欺

及び覚せい剤取締法違反）を取り上げ，その特徴を探究することとした。そのほか，女性

が受ける統計上の犯罪被害，女性特有の問題である売春に関わる刑事政策上の統計資料に

ついても取り上げた。

１ 女性による犯罪の動向（第１章）

（１） 一般刑法犯

女性の一般刑法犯の検挙人員は，昭和58年に８万3,000人台，63年に８万2,000人台となっ

た後，平成期に入って一旦は大幅に減少し，平成４年には５万2,000人台となったが，５

年から増加に転じ，17年に８万4,175人と戦後最多を記録した。18年から再び減少に転じ，

22年は７万人弱であった（一般刑法犯の検挙人員総数及び男性の一般刑法犯の検挙人員に

おいては，昭和55年以降の最多は59年であり，最少は平成４年である。）。一般刑法犯検挙

人員における女性比は，６年まではほとんどの年で20％未満であったが，７年以降は毎年

20％を超えている。

女性の一般刑法犯検挙人員を年齢層別に見ると，20歳未満の者が最も多かったが，平成

16年以降，顕著な減少傾向にある。他方で，65歳以上の高齢者については，増加傾向が著

しく，22年は昭和61年の約4.7倍であった。

女性の殺人による検挙人員は，昭和63年以降，おおむね横ばいで推移しており，女性比

も約２割で推移している。嬰児殺（１歳未満の乳児を殺害（未遂を含む。）したものをい

う。）は，性質上，女性比が高いが，平成22年の女性の検挙人員は昭和55年に比べ激減し

ており，10分の１以下である。

女性の強盗による検挙人員は，男性に比べ少なく，昭和55年に100人未満（女性比は3.6

％）であったが，平成９年以降増加し，15年には300人を超え，その後，減少したが，19

年以降，200人前後（女性比は７％前後）で推移している。年齢層別に見ると，18年以降

の女子の少年の検挙人員は大きく減少している。
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（注） 年齢層については，原則として，20歳未満，20歳代，30歳代，40歳代，50～64歳，65歳以上

の６つの層に区分した形で取りまとめた。



女性の傷害による検挙人員は，男性に比べ少なく，昭和55年に約1,229人（女性比は3.5

％）であり，その後，緩やかな増減を経て，平成22年においては1,724人（女性比は7.8％）

となった。

女性の放火による検挙人員は，昭和55年以降，長期的には緩やかな増加傾向にあり，女

性比も上昇傾向にあり，平成22年においては24.3％である。

女性の窃盗による検挙人員は，一般刑法犯の大部分を占めており，平成22年においては

77.0％である。同年の女性比は，昭和55年からやや上昇し，30.5％であり，一般刑法犯全

体と比べ高い。年齢層別に見ると，高齢者の女性の検挙人員の増加が著しく，平成22年は

昭和61年の約4.7倍であった。女性の窃盗の検挙人員の中では，非侵入盗によるものが多

く，毎年80％以上を占めており，特に高齢者で多い（平成22年に99.0％）。

女性の詐欺による検挙人員は，男性に比べ少なく，昭和55年の女性比は9.1％（検挙人

員1,222人）であったが，平成22年においては17.4％（検挙人員1,963人）と上昇した。

（２） 特別法犯

特別法犯（交通関係法令違反を除く。）の女性の送致人員は，昭和55年の２万7,610人か

ら平成22年の１万1,266人に減少し，女性比も17.3％から14.6％に低下した。

女性の覚せい剤取締法違反による送致人員は，平成22年において，交通関係法令違反を

除く特別法犯送致人員の中で約４分の１弱を占めている。同人員は，昭和59年の4,274人

をピークに減少傾向にあり，平成22年は2,543人であるものの，女性比は昭和55年の15.6

％から平成22年の21.4％へ上昇している。年齢層別に見ると，少年比は低下しているもの

の，平成14年以降，女子の覚せい剤取締法違反による送致人員は男子よりも多く推移して

いる。

２ 女子の非行少年の特徴

（１） 就学・就労状況（第２章）

女子の非行少年の検挙人員の犯行時の就学・就労状況を見ると，殺人，強盗及び放火を

除き，毎年，学生の占める比率が最も高く，大多数を占めている。また，女子の学生の中

では，傷害及び放火を除き，近年高校生の比率が高い。検挙人員が少なく，傾向が明らか

ではない殺人，放火を除き，女子の非行少年の検挙人員に占める有職者の比率は男子より

低い。

（２） 保護者の状況（第２章）

女子の非行少年の検挙人員の犯行時の保護者状況を見ると，どの罪名でも，両親のいる

少年の比率が最も高いものの，殺人及び放火を除き，母親のみの少年の比率が上昇してい

る。

（３） ぐ犯（第４章）

ぐ犯の家庭裁判所終局処理人員は昭和59年から減少し，平成22年は，男女総数で昭和55
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年の８分の１程度となっている。

女子のぐ犯を態様別に見ると，昭和55年においては，不純異性交遊，家出が大半を占め

ていたが，平成22年までに，これらが大きく減少し，「その他」（飲酒，喫煙，浪費，けん

か，盛り場はいかい，凶器携帯等をいう。）が増加した。

３ 検察庁における処理の動向（第３章）

昭和57年の法務総合研究所研究部紀要に発表された「女性犯罪の総合的研究（第１報告

犯罪統計を中心とした女性犯罪）」において，昭和55年までの時点で，女性の起訴率は

男性の起訴率を下回り，起訴猶予率は男性よりはるかに高いことが指摘されていたが，そ

の後においても，女性の起訴率は男性より低く，女性の起訴猶予率は男性より高い特徴が

維持されている。しかし，一般刑法犯において，男性では起訴率が低下傾向，起訴猶予率

は上昇傾向にあるのに対し，女性では起訴率が上昇し，起訴猶予率は低下しているため，

男女差は縮小傾向にある。

罪名別に見ると，覚せい剤取締法違反において，起訴率，起訴猶予率の男女差が小さく，

窃盗において男女差が大きい。

起訴・起訴猶予人員に占める初犯者の比率は，どの罪名においても，女性が男性よりも

高い。罪名別に見ると，覚せい剤取締法違反において，女性の起訴人員又は女性の起訴猶

予人員に占める有前科者の比率が高い。

４ 女性が被害者となった犯罪の動向（第５章）

一般刑法犯において，人が被害者となった事件のうち女性が被害者であるものの比率

（被害女性比）は，昭和60年以降約３分の１で推移しており，平成22年は33.2％であった。

主な罪名（被害者が女性に限られる強姦を除く。）について，平成22年の被害女性比を

見ると，強制わいせつ（97.7％），詐欺（47.9％），強盗（42.8％），殺人（38.7％），窃盗

（33.8％）の順に高い。傷害においては，被害女性比が毎年一般刑法犯を下回っている。

５ 女性受刑者の動向

（１） 入所状況（第６章）

女性の入所受刑者人員は，昭和60年（1,363人）と平成18年（2,333人であり，昭和55年

以降で最多）にそれぞれピークを迎えているが，18年は昭和60年の約1.7倍であって，平

成19年以降もおおむね横ばいとなっており，以前に比べて高い水準で推移している。また，

女性比は，昭和55年以降，ほぼ一貫して上昇傾向にあり，平成22年には昭和55年の約2.7

倍（8.1％）にまで上昇している。なお，罪名では，窃盗と覚せい剤取締法違反が全体の

約４分の３を占めている。

年齢層別に見ると，昭和59年以降，ほぼ一貫して65歳以上の構成比が上昇している。平
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成22年における女性の年齢層別構成比は，高い順に，30歳代（29.5％），40歳代（23.8％），

50～64歳（20.7％），20歳代（14.8％），65歳以上（11.2％）であった。なお，22年におい

て，窃盗では，65歳以上の構成比（22.1％）が高く，高齢化が進んでいる一方，覚せい剤

取締法違反では，20歳代から40歳代が約９割を占めている。

女性の初入者の人員は，昭和59年の第１のピーク（811人），平成３年の底（458人）を

経て，18年に第２のピーク（1,619人）となった後，緩やかな減少傾向にある。一方，再

入者の人員は，昭和60年代のピーク（500人台）を経て，平成４年から11年までほぼ横ば

い（400人程度）で推移した後，12年からは増加傾向にあり，22年は昭和55年以降で最多

となった。女性の再入者率（入所受刑者人員に占める再入者人員の比率）は，平成３年に

約５割に達した後，低下傾向となったが，平成17年に上昇に転じ，22年は38.8％であった。

なお，覚せい剤取締法違反及び窃盗では，再入者率が特に高く（平成22年でそれぞれ48.5

％，43.7％），両者を合わせて，女性の再入者の約９割を占めている。

女性の入所受刑者の有職者率（入所受刑者中の犯行時における有職者と無職者の合計に

対する有職者の比率）は，昭和55年以降，３割前後で推移していたが，次第に低下し，平

成22年は18.4％となっている。なお，有職者率は，毎年女性の方が男性に比べて低い状態

で推移しているが，その差は縮小している。

女性の懲役刑受刑者の刑期の特徴を見ると，昭和55年においては「１年以下」の刑期の

者の構成比が高かったが，その後，低下が著しく，平成22年においては，「１年を超え２

年以下」の構成比が42.6％と最も高く，それに「２年を超え３年以下」（25.1％），「１年

以下」（17.4％）が続いた。長期刑（10年を超える刑期（無期を除く。）をいう。）では，

女性は，増加傾向にあるものの，９割以上は男性であり，女性比は低い。

（２） 出所状況（第７章）

女性の出所受刑者の人員は，昭和55年（827人）から徐々に増加し，62年（1,329人）を

機に減少に転じ，平成６年には918人となった。その後，再び増加傾向となり，18年以降

は2,000人以上の高水準を維持している。

仮釈放率は，昭和55年（75.6％）から平成６年（84.7％）にかけて緩やかに上昇し，以

後80％前後で推移し，18年以降は低下傾向で，22年は69.1％（昭和55年以降最低）であっ

た。なお，女性の仮釈放率は，毎年男性よりも高い。

女性の出所受刑者の帰住先を構成比で見ると，「父・母」及び「更生保護施設」が主と

なっている。

各年の女性の出所受刑者において，職業訓練修了者の人員は，昭和55年は130人であっ

たが，63年から平成９年は30人から60人程度と少なく，10年から19年にかけて，100人か

ら140人程度の間で推移していたが，以後大幅に増加し，22年は394人であった。人員の増

加に加え，職業訓練の種目も変化しており，近年において矯正施設入所者等に対する就労

支援が充実強化され，時代の要請に応じた職業訓練がなされていることがうかがわれる。
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６ 女子の少年鑑別所被収容者の動向（第８章）

女子の少年鑑別所被収容者は，昭和55年以降で見ると，59年に最多となったが，その後，

増減があった後，平成17年から毎年減少しており，22年は昭和59年の約40％となった。

年齢層別に見ると，昭和55年以降，ほとんどの年で，中間少年の比率が最も高く，次に

年少少年であり，年長少年が最も少ない。男子と比べ，年少少年の比率が高く，年長少年

の比率が低い。

非行名別に見ると，平成22年においては，窃盗，傷害，ぐ犯，覚せい剤取締法違反によ

る者の順に多い。

女子の少年鑑別所被収容者全体に占める窃盗による者の比率は，昭和55年は12.1％であっ

たが，平成22年は29.8％に上昇した。傷害による女子の少年鑑別所被収容者人員は，８年

まではほぼ毎年200人未満であったが，９年以降は，毎年200人を超えて推移している。

ぐ犯による女子の少年鑑別所被収容者は，昭和55年以降長期的に減少傾向にあり，同年

は1,430人であったが，平成22年は226人である。ぐ犯による少年鑑別所被収容者について，

男女別に見ると，昭和55年以降，ほとんどの年において女子の人員が男子よりも多かった

が，平成20年以降，男子が多くなっている。

覚せい剤取締法違反による女子の少年鑑別所被収容者は，平成10年以降，おおむね減少

傾向にある。年齢層別に見ると，他のほとんどの非行名と異なり，年長少年の比率が高い。

覚せい剤取締法違反による少年鑑別所被収容者を男女別に見ると，昭和55年では男子が女

子の３倍以上であったが，その後，女子比が徐々に上昇し，平成14年以降，女子が男子を

上回っている。

７ 女子の少年院入院者の動向（第９章）

女子の少年院入院者は，昭和55年以降で見ると，60年に最多となり，平成18年からほと

んどの年で減少し，22年は昭和60年の44.4％であった。

年齢層別に見ると，昭和55年以降ほぼ毎年中間少年の比率が最も高い。同年においては，

それに次いで，年少少年，年長少年の順であったが，平成３年以降は，ほとんどの年で，

年長少年，年少少年の順となっている。いずれの年においても，女子が男子より，年少少

年の比率が高く，年長少年の比率が低い。

女子の少年院入院者を不良集団関係別に見ると，「不良集団関係なし」の構成比が最も

高く，平成22年においては約６割であった。「暴力団」「暴走族」との交友のある者の構成

比は，昭和55年においては高かったが,その後低下している。非行名別に見ると，平成22

年においては，窃盗，覚せい剤取締法違反，傷害，ぐ犯による者の順に多い。

８ 女性の保護観察対象者の動向（第10章）

女子の保護観察処分少年の人員は，昭和55年以降緩やかな増減を繰り返し，平成22年は
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2,060人であり，昭和55年の約1.2倍である。女子比は，昭和55年には6.6％であったが，

平成22年には12.8％となった。女子の保護観察処分少年を非行名別に見ると，平成22年に

おいては，窃盗，傷害が多く，いずれも昭和55年に比べて大きく増加している。

女子の少年院仮退院者の人員は，昭和55年以降，400人前後から700人前後の間で推移し，

女子比も９％から13％の間で推移している。女子の少年院仮退院者を非行名別に見ると，

平成22年においては，窃盗，覚せい剤取締法違反，ぐ犯，傷害の順に多い。

女性の仮釈放者の人員は，昭和55年以降，増加傾向にあり，平成22年は1,497人と昭和

55年の約2.4倍であった。女性比も同年以降，上昇傾向にあり，平成22年は10.3％であり，

昭和55年より6.3pt高かった。平成22年の女性の仮釈放者を罪名別に見ると，覚せい剤取

締法違反，窃盗，詐欺，殺人の順に多い。覚せい剤取締法違反と窃盗による女性の仮釈放

者は，昭和55年に比べ大きく増加している。

女性の保護観察付執行猶予者の人員は，昭和55年以降，400人台から600人台の間で推移

している。男性に比べて，女性の増減は比較的少ない。女性比は，昭和55年以降上昇傾向

にあり，平成22年は13.3％であり，昭和55年に比べて6.5pt高い。平成22年の女性の保護

観察付執行猶予者を罪名別に見ると，窃盗，覚せい剤取締法違反が多く，この２罪名で全

体の７割以上を占めている。

９ 婦人補導院等の動向（第11章）

女性の売春防止法違反の送致人員は，昭和55年（1,425人）以降，おおむね減少を続け，

平成15年以降おおむね400人前後で推移している。女性の同法違反による起訴率は，平成

５年以降，ほとんどの年で60％を下回り，それ以前に比べて低い水準となっている。婦人

補導院の新収容人員は平成４年以降０人である年が多い。
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